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２
０
１
５
年
２
月
26
日
、
２
月
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
事
業
委
員
会　

飯
田
委
員
長

・
19
日
に
編
集
会
議
を
開
催
し
た
。
５

月
号
の
特
集
は
「
テ
レ
ビ
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
大
阪
か
ら
始
ま
る
」。
表
紙
は

井
ノ
原
快
彦
さ
ん
。
ザ
・
パ
ー
ソ
ン
は

川
田
十
夢
さ
ん
。

・
宮
城
県
の
図
書
館
か
ら
、
東
日
本
大

震
災
の
特
集
号
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た

い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
編
集
委
員

会
で
検
討
し
た
。
委
員
会
と
し
て
進
め

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
手

続
き
を
は
じ
め
る
。

・「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
の
電
子
版
に
つ
い

て
は
角
川
を
取
次
と
し
て
大
手
の
電
子

書
店
で
流
通
す
る
予
定
。
価
格
は
５
５

０
円
に
し
た
い
と
い
う
の
が
編
集
委
員

会
の
結
論
だ
が
、
こ
の
価
格
が
適
正
で

あ
る
の
か
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
半
額
以
下
が
い
い
の
で
は
」「
電
子
版

は
必
ず
値
引
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
す
る
の

で
、慎
重
に
決
め
た
ほ
う
が
い
い
」「
電

子
版
の
目
的
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」「
Ｇ

Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
一
般
の
雑
誌
と
違
っ
て
、

な
る
べ
く
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
う

た
め
に
電
子
化
す
る
の
だ
か
ら
安
く
し

た
ほ
う
が
い
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

電
子
版
を
出
す
こ
と
を
理
事
会
で
討
議

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い

て
さ
ら
に
意
見
を
交
わ
し
た
。「
電
子

版
に
す
る
と
き
に
写
真
の
マ
ス
キ
ン
グ

が
発
生
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
電
子
版
の

許
諾
も
取
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
紙

で
は
Ｏ
Ｋ
だ
が
、
電
子
版
は
断
ら
れ
る

場
合
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
」「
表
紙
の

写
真
の
許
可
が
出
な
い
場
合
は
ど
う
な

る
の
か
」
な
ど
。
飯
田
編
集
長
は
「
特

集
の
タ
イ
ト
ル
は
残
し
て
表
紙
の
人
物

は
輪
郭
だ
け
に
な
る
だ
ろ
う
」「
数
号

前
か
ら
特
集
に
つ
い
て
は
依
頼
の
時
か

ら
電
子
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

明
記
し
て
い
る
。
連
載
に
つ
い
て
は
こ

れ
か
ら
に
な
る
。
写
真
で
一
番
苦
労
し

そ
う
な
の
は
月
間
賞
の
ペ
ー
ジ
で
許
可

が
出
な
い
場
合
は
マ
ス
ク
を
か
け
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
回
答
。「
趨
勢

と
し
て
は
紙
は
電
子
に
変
わ
り
つ
つ
あ

る
の
で
、
拡
大
す
る
た
め
に
電
子
化
し

た
ほ
う
が
い
い
」「
紙
と
電
子
版
と
両

方
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
」「
今
の
若
者

は
あ
ま
り
回
読
し
な
い
の
で
、
電
子
版

は
必
要
だ
ろ
う
。
維
持
会
員
に
対
し
て

の
プ
ラ
ス
メ
リ
ッ
ト
も
必
要
だ
ろ
う
」

「
会
員
の
機
関
紙
的
な
役
割
が
大
き
い

の
で
、
時
間
差
で
電
子
版
を
出
し
た
ほ

う
が
い
い
。
そ
の
場
合
は
安
く
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
」「
も
う
一
度
き
ち

ん
と
電
子
化
の
狙
い
と
計
画
を
理
事
会

に
出
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ

り
、
藤
田
専
務
理
事
が
次
の
理
事
会
に

改
め
て
提
案
す
る
よ
う
飯
田
編
集
長
に

依
頼
し
た
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会

〈
テ
レ
ビ
委
員
会
〉  

丹
羽
委
員
長

・
１
月
30
日
に
１
月
度
の
月
評
会
を
開

催
し
て
、「
共
感
百
景
」（
テ
レ
ビ
東
京
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
各
部
門
下
期
募
集
中

︱
 2
月
理
事
会
報
告
︱
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「
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
新
春
ス
ペ
シ
ャ

ル
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）「
パ
リ
白
熱
教
室
」（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
）「
松
岡
修
造
」を
選
ん
だ
。

〈
ラ
ジ
オ
委
員
会
〉  

橋
本
委
員
長

・
１
月
27
日
に
定
例
会
を
開
催
し
て
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
関
連
の
番
組
に
つ
い
て

合
評
し
た
。
20
年
の
活
動
や
ス
タ
ッ
フ
の

熱
意
が
印
象
的
だ
っ
た
。
ま
た
、
２
月
23

日
に
定
例
会
を
開
催
し
て
北
海
道
放
送
と

琉
球
放
送
の
番
組
を
試
聴
し
た
。

〈
Ｃ
Ｍ
委
員
会
〉  

稗
田
委
員
長

・
２
月
24
日
に
定
例
会
を
開
催
し
た
。
ハ

ウ
ス
、
ダ
イ
ハ
ツ
、
海
遊
館
、
マ
ル
コ
メ
、

ア
シ
ッ
ク
ス
、
北
陸
新
幹
線
、
ポ
カ
リ
ス

エ
ッ
ト
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

〈
報
道
活
動
委
員
会
〉  

鈴
木
委
員
長

・
下
期
の
募
集
が
始
ま
る
が
、
上
期
同
様

の
応
募
数
を
期
待
し
て
い
る
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

川
喜
田
委
員
長

・
２
月
17
日
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
参

加
者
が
１
２
９
名
だ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
見
て
も
内
容
的
に
は
良
か
っ
た

が
、
客
足
が
伸
び
ず
、
赤
字
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
特
に
第
２
部
は
評
判
が
良
か
っ

た
の
で
残
念
。
地
方
局
か
ら
の
参
加
が
少

な
く
、
大
型
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
難
し
い
時

代
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
３
月
10
日

に
委
員
会
を
開
催
し
て
今
後
の
事
業
の
運

営
方
針
を
話
し
合
う
予
定
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

・
１
月
分
の
番
組
を
対
象
に
し
た
デ
ー
タ

ニ
ュ
ー
ス
社
の
投
票
結
果
と
１
月
度
の
マ

イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
を
比
較
し
た
。
ま
た
、
会

員
数
が
１
万
人
を
超
え
て
シ
ス
テ
ム
が
飽

和
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
に
つ

い
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
す
る
予
定
。

２
．
そ
の
他

①
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
贈
賞
式
の
件　

入
江

理
事

第
52
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
贈
賞
式
の
司
会

者
依
頼
作
業
を
開
始
す
る
。
来
賓
祝
辞
は

例
年
通
り
懇
親
会
で
行
う
。

②
バ
ー
ド
マ
ン
レ
プ
リ
カ
の
件　

松
永
真
さ
ん
の
了
解
を
得
た
の
で
、
３
月

に
第
51
回
、
第
52
回
受
賞
者
に
案
内
を
送

付
す
る
予
定
。

③
退
会
の
件

正
会
員
２
名
か
ら
退
会
希
望
の
メ
ー
ル
が

き
た
が
、
慰
留
の
連
絡
を
試
み
る
。

④
志
賀
信
夫
賞
の
件

２
月
27
日
締
切
で
案
内
し
て
い
る
が
、
３

月
３
日
ま
で
延
長
す
る
の
で
、
推
薦
を
お

願
い
し
た
い
。

⑤
日
韓
中
Ｔ
Ｖ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
件
、

放
送
人
の
会
と
話
し
合
い
、
今
後
も
共
催

を
続
け
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

⑥
脚
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
件

３
月
18
日
に
開
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

案
内
を
正
会
員
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し

た
い
。
→
了
承
。

次
回
以
降
の
理
事
会

3
月
31
日（
火
）

4
月
28
日（
火
）

【
出
席
】
音
好
宏
、
橋
本
隆
、
藤
田
真
文
、

川
喜
田
尚
、
飯
田
み
か
、
丹
羽
美
之
、
稗

田
政
憲
、
鈴
木
嘉
一
、
滝
野
俊
一
、
入
江

た
の
し
、
碓
井
広
義
、
茅
原
良
平
、
上
滝

徹
也
、
小
林
毅
、
坂
本
衛
、
桜
井
聖
子
、

嶋
田
親
一
、
古
川
柳
子
、
水
島
宏
明
、
山

田
健
太
、
中
島
好
登

会
議
記
録

［
2
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

19
日�

出
版
編
集
委
員
会

23
日�

（
選
奨
）ラ
ジ
オ
定
例
部
会

24
日�

（
選
奨
）Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

26
日�

理
事
会

27
日�

（
選
奨
）テ
レ
ビ
月
評
会
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キ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　

毎
年
春
を
先
取
り
し
て
開
催
さ
れ
る
“
放
懇
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
”。
こ
こ
10
年
の
タ
イ
ト
ル
を
並
べ
て
み
る

と
視
点
の
違
い
、
キ
ー
と
な
る
テ
ー
マ
の
変
遷
を
俯
瞰

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
波
を
ど
う
乗
り
切
る
か
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
影
響
は
、
と
い
っ
た
経
営
論
、
産
業
構
造
論
が
交

わ
さ
れ
た
時
代
。
Ｉ
Ｔ
に
主
役
の
座
を
奪
わ
れ
る
の
か
、

ネ
ッ
ト
と
ど
う
共
存
す
る
の
か
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の

覇
権
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
論
じ
た
時
代
。
そ
れ
ぞ
れ
に
そ

の
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
経
営
、
機
能
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
、
意
見
を
交
わ
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て

き
た
。

　

で
は
２
０
１
５
年
、
今
の
視
点
を
ど
こ
に
置
く
べ
き

か
。
企
画
事
業
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
今
回

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、“
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
”
と
し
た
。

　

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
Ｉ
Ｔ
系
の
分
野
で
よ
く
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、「
情
報
の
海
の

 
放
送
批
評
懇
談
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
５
レ
ポ
ー
ト

「
キ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
と
放
送
メ
デ
ィ
ア
」

川
喜
田 

尚

中
か
ら
必
要
な
も
の
を
選
び
、
整
理
し
、
分
析
し
て
新

し
い
価
値
を
生
み
出
す
」
と
い
う
意
味
と
し
、
放
送
メ

デ
ィ
ア
の
本
来
的
機
能
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
い

う
趣
旨
で
今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
構
成
し
た
。

日
時
は
、
2
月
17
日
（
火
）
13
時
～
17
時
、
会
場
は
千

代
田
区
平
河
町
の
海
運
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ル
。

化
学
の
エ
ア
ウ
ィ
ー
ヴ
と
物
語
の
ふ
く
や

　

第
1
部
は
、
パ
ネ
ル
討
論
「
先
進
企
業
に
学
ぶ
メ
デ

ィ
ア
戦
略
」
と
し
て
、（
株
）
エ
ア
ウ
ィ
ー
ヴ
の
高
岡
本

州
会
長
と
（
株
）
ふ
く
や
の
川
原
正
孝
社
長
に
地
域
か

ら
全
国
、
世
界
へ
と
展
開
す
る
メ
デ
ィ
ア
戦
略
や
ブ
ラ

ン
ド
展
開
に
つ
い
て
聞
い
た
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
八
塩

圭
子
氏
。

　

高
反
発
寝
具
を
わ
ず
か
7
年
で
認
知
度
60
％
の
高
級

ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
さ
せ
た
エ
ア
ウ
ィ
ー
ヴ
。
浅
田
真
央
、

錦
織
圭
、
バ
バ
・
ワ
ト
ソ
ン
ら
世
界
的
ア
ス
リ
ー
ト
と

契
約
し
、
化
学
的
デ
ー
タ
を
駆
使
し
な
が
ら
メ
デ
ィ
ア

展
開
す
る
。
ま
た
極
め
て
人
間
臭
く
、
ひ
と
と
の
出
会

い
を
重
ん
じ
東
北
の
復
興
支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢

献
に
情
熱
的
に
取
り
組
む
高
岡
会
長
。

　

一
方
、
明
太
子
と
い
う
新
し
い
食
文
化
を
拓
き
、
全

国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
な
が
ら
、
地
域
メ
デ
ィ
ア
と

と
も
に
伝
統
行
事
や
地
元
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
支
援
も

行
い
、
地
元
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
際
立
っ

た
存
在
感
の
福
岡
の
老
舗
ふ
く
や
、
河
原
社
長
。
控
え

め
な
が
ら
高
い
志
に
基
づ
い
た
経
営
方
針
や
会
社
の
歴

史
そ
の
も
の
が
人
々
を
惹
き
つ
け
る
物
語
性
を
備
え
、

ふ
く
や
を
モ
デ
ル
に
描
い
た
ド
ラ
マ
「
め
ん
た
い
ぴ
り

り
」（
テ
レ
ビ
西
日
本
）
は
続
編
や
舞
台
化
へ
と
展
開

し
て
い
る
。

　

好
対
照
だ
が
共
通
点
は
、“
高
品
質
”、
つ
ま
り
本
物

で
あ
る
こ
と
か
ら
帰
結
す
る
ブ
ラ
ン
ド
力
。
そ
の
構
築

に
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
し
て
両

社
と
も
ラ
ジ
オ
の
番
組
を
提
供
し
続
け
て
い
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
が
ア
ナ
ロ
グ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
や
人
的
つ
な

が
り
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
て
い
た
。

左から第1部パネリストのエアウィーヴ・高岡本州会長、モ
デレーター・八塩圭子氏、ふくや・川原正孝社長
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う
視
点
と
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
ど
う

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
た
放
送
メ
デ
ィ
ア

に
ど
う
影
響
す
る
か
と
い
う
視
点
の
両
方
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
重
要
な
議
論
の
起
点
が
示
さ
れ

た
。

　

ま
ず
電
通
総
研
の
奥
氏
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
変
化
、

多
様
化
を
指
摘
。
例
え
ば
“
ニ
ュ
ー
ス
”＝
半
径
３
ｍ

の
出
来
事
と
定
義
す
る
層
が
あ
る
こ
と
、
マ
ル
チ
デ
バ

イ
ス
化
に
よ
っ
て
伝
送
路
と
局
の
ブ
ラ
ン
ド
認
識
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
タ
イ
ム
シ
フ
ト
視
聴
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
視
聴
者
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
分
析
が
プ
レ
ゼ
ン
さ
れ
た
。

　

次
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
の
先
駆
者
、
浅
生
鴨
氏
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
量
の
多
さ
は
番
組
の
視
聴
者
増
に
は

繋
が
ら
な
い
、
む
し
ろ
感
情
や
熱
量
の
多
さ
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
題
に
な
る
こ
と
の
効
用
は
再

放
送
の
視
聴
率
に
貢
献
す
る
こ
と
な
ど
、
貴
重
な
体
験

テ
レ
ビ
の
優
位
性 

＋ 

多
様
性
が
キ
ー

　

第
2
部
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
放
送
の
キ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
パ
ワ
ー
を
磨
け
！
」。
登
壇
者
に
よ
る
其
々
20
分

ほ
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
と
会
場
か
ら
の
質
問
も
交
え
て
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
多
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
モ
デ
レ

ー
タ
ー
＆
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
荻
上
氏
か
ら
は
、
放
送

が
ネ
ッ
ト
情
報
を
ど
う
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
か
と
い

に
基
づ
く
話
が
披
露
さ
れ
た
。

　

3
人
目
は
、
ニ
ュ
ー
ス
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
の

ニ
ュ
ー
ス
ピ
ッ
ク
ス
佐
々
木
編
集
長
。
い
ま
は
１
０
０

年
に
1
度
の
大
変
化
時
、
ニ
ュ
ー
ス
の
生
産
、
編
集
課

程
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
非
人
的
作
業
が
増
え
て
き

て
お
り
、
流
通
に
お
い
て
は
、
特
に
活
字
メ
デ
ィ
ア
は

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変
化
に
つ
い
て
い
け
ず
に
旧
来
型
モ

デ
ル
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
と
い
う
見
解
が
刺
激

的
で
あ
っ
た
。

　

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
荻
上
氏
の
モ
デ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
活
発
な
質
疑
応
答
が
展
開
さ
れ
た
。
現
在
の
広
告

会
社
＋
地
上
波
広
告
モ
デ
ル
は
変
わ
る
の
か
、
ネ
ッ
ト

フ
リ
ッ
ク
ス
な
ど
の
影
響
は
？
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
が
、
大
き
く
纏
め
る
と
以
下
の
3
点
に
帰

結
す
る
と
感
じ
た
。
①
放
送
の
優
位
性
は
揺
る
が
な
い
。

高
い
理
念
と
制
作
力
を
も
っ
た
放
送
業
界
は
も
っ
と
自

信
を
持
っ
て
。
②
目
的
、
理
念
が
共
有
さ
れ
て
い
れ
ば
、

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
他
の
メ
デ
ィ
ア

や
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
も
活
用
す
る
と
い
う
発
想
は
自
ず

と
理
解
さ
れ
る
は
ず
。
③
放
送
局
の
組
織
は
変
化
に
対

応
で
き
る
。
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
局

は
す
で
に
動
き
始
め
て
い
る
。
外
部
か
ら
の
人
材
と
社

内
の
若
手
の
思
い
切
っ
た
登
用
を
。

　

最
後
に
荻
上
氏
か
ら
、
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
字
化
、

ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
よ
っ
て
多
様
な
解
釈
、
議
論
に
揉
ま

れ
る
こ
と
が
重
要
、
そ
れ
が
ほ
か
の
メ
デ
ィ
ア
に
で
き

な
い
絶
対
的
優
位
に
繋
が
る
と
い
う
示
唆
に
富
ん
だ
提

案
が
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
熱
く
終
了
し
た
。
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